
令和６年度 第３回平生町地域公共交通協議会 次第 

 

令和７年３月 27日（木） 午後１時 30分～ 

 平生町役場 ３階委員会室 

 

１．開 会 

   

 

２．あいさつ 

   

 

３．協議事項 

 

（1）各種施策の進捗報告および令和６年度会計報告案について（資料①、②） 

   

 

（2）令和７年度事業計画案および令和７年度予算案について（資料③、④） 

    

    

（3）令和７年度 地域間幹線（柳井駅前～上関線・柳井駅前～徳山駅前線）補助額の

変更について（資料⑤） 

    

    

（4）その他 

   



 

令和６年度事業報告について 
 

令和６年度は平生町地域公共交通計画の初年度として、下記のとおり実施しました。 

目標 事業 取組内容 

①-1 
乗合タクシーの導

入検討 

■三和交通と協議の結果、人手不足のため、実施は難しいという

回答をいただくが、引き続き、情報収集、検討を継続。 

■令和７年２月１７日、平生町として、「交通空白」解消・官民連

携プラットフォーム入会。 

■「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開プロジェクト「交通

空白」解消緊急対策事業（500万円まで定額、500万円を超える

部分は 2/3（上限１億円））を活用した乗合タクシー等導入検討 

①-4 

町内移動にかかる

運賃の地域差の是

正 

■高齢者等を対象とした路線バスとタクシーの利用助成事業の検

討、令和７年度から実施 

  町民福祉課の事業である「福祉タクシー制度」の見直しが行

われ、令和７年度から、従来は 75歳以上高齢者と障害者、要介

護・要支援者を対象としていたが、「平生町外出サポート事業（バ

ス・タクシー共通助成券）」と改称、バスでも利用できるように

なり、対象者に運転免許証を所持しない日中独居の 75歳以上高

齢者が加わり、大字佐賀、小郡、尾国、佐合地区には助成額を

加算するなどの拡充が図られた。 

②-1 
地域公共交通の運

行支援 

■地域公共交通の運行支援 

  27,723,000円の補助を実施。 

②-2 
交通モードの適正

化の実施 

■未実施（令和７年度以降に実施） 

③ 
航路を利用した交

流イベントの実施 

■佐賀コミュニティ協議会主催（佐賀地域交流センター協力）に

より「佐合島へ行こう」が開催され、４１名が参加された。 

⑤-2 

高齢者や園児を対

象としたバスの乗

り方教室の実施 

■佐賀小学校において、10 月 31 日、佐賀小学校児童（1・2 年生

15名）、佐賀保育園園児（8名）および地域住民を対象にバスの

乗り方教室を開催。座学の講師として、中国運輸局山口運輸支

局の職員、バス乗車体験に防長交通株式会社からバスと運転手

の御協力をいただいた。 

⑥ 

運転士不足への対

応 

■国、県と連携して実施している東京圏、愛知県、京都府、大阪

府、兵庫県、広島県又は福岡県からの移住者を対象にした補助金

（平生町移住支援事業支援金）の対象者に、「バス運転手、タ

クシー運転手に従事する者。」を令和７年度から加える。 

⑦ 

住民の移動を確保

するため福祉・教

育分野などとの連

携体制の構築と財

源確保 

■庁内ワーキングの開催（町民福祉課とバス・タクシー助成券に

ついて協議、意見交換を随時行った。） 

■福祉・教育分野などの垣根を超えた移動手段確保のための財源

確保について、「平生町外出サポート事業」の予算を確保できた。 

 

資料① 



【資料②】

令和６年度平生町地域公共交通協議会　　歳入歳出決算

≪歳入≫ （単位：円）

目 節 細節 予算額 収入額 差額 　　説明

繰越金 繰越金 繰越金 321,058 321,058 0

負担金 町負担金 町負担金 180,000 180,000 0

501,058 501,058 0

≪歳出≫

目 節 細節 予算額 支出額 差額 　　説明

報酬 委員報酬 183,600 76,500 107,100

旅費 費用弁償 20,000 9,360 10,640

需用費 消耗品 100,000 0 100,000

役務費 手数料 25,000 9,770 15,230

報償費 謝礼 50,000 0 50,000

旅費 普通 100,000 0 100,000

予備費 予備費 予備費 22,458 186,120 △ 163,662
公共交通計画冊子の印
刷費を支出

501,058 281,750 219,308

※千円未満を切り捨てて表記している

歳入合計 501,058

歳出合計 281,750

実質収支額 219,308

※219,308円は翌年度（令和7年度）会計に繰越。

対面での会議が3回か
ら2回になったことによ
り減額

会議回数減少により減
額

先進地視察について
は、事務局職員が近隣
市町及びオンライン開
催での参加により減額

合計

合計

会議費

事務費

事業費



令和７年度事業計画（案）について 

 

目標 事業 取組内容 

①-1 乗合タクシーの導入検討 

■「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開プロ

ジェクト「交通空白」解消緊急対策事業（500

万円まで定額、500万円を超える部分は 2/3（上

限１億円））を活用した乗合タクシー等導入検

討（別紙参照） 

①-4 
町内移動にかかる運賃の地域

差の是正 

■「平生町外出サポート事業（バス・タクシー共

通助成券）」の実施 

②-1 
地域公共交通の運行支援 ■地域公共交通の運行支援 

平生町地方バス路線維持対策費補助金の交付 

②-2 交通モードの適正化の実施 ■路線バスの運行見直し検討の実施 

②-3 
学校の再編統合等と連動した

通学手段の確保検討 

■学校の再編統合と連動した通学手段確保の検

討 

③ 
航路を利用した交流イベント

の実施 
■佐合島でのイベント開催の促進 

④-1 
路線バスの利用方法や運行情

報の充実と PR 

■広報紙や SNS等を活用した情報発信 

⑤-1 

地域イベント等への地域公共

交通での来訪の呼びかけ 

■イベントチラシ等での地域公共交通によるア

クセス案内の掲載 

■地域公共交通でのアクセスに配慮した地域で

の会合開催 

⑤-2 
高齢者や園児を対象としたバ

スの乗り方教室の実施 

■平生小学校２年生を対象にバスの乗り方教室

を１０月に実施 

⑥ 

運転士不足への対応 ■平生町移住支援事業支援金の補助対象者に、

「バス運転手、タクシー運転手に従事する者。」

を追加し実施。 

■ドライバーの発掘や送迎バス等のドライバー

への協力依頼 

⑦ 

住民の移動を確保するため福

祉・教育分野などとの連携体制

の構築と財源確保 

■庁内ワーキングの開催 

■福祉・教育分野などの垣根を超えた移動手段 

確保のための財源確保 

 

資料③ 



平生町
交通

事業者等
地域

その他

行政

令和

６年度

令和

７年度

令和

８年度

令和

９年度

令和

10年度

おでかけ支援サービスから交通事業者による予約型乗合タクシーへの移行 ● ● ● ⇒ ⇒

地域公共交通空白地域への乗合タクシーの導入 ● ● ● ⇒ ⇒

①-２：都市拠点周辺における循環交通の導入検討 循環交通の導入検討 ● ● ⇒

①-3：将来を見据えた新たな交通モードの導入に関する検討 新たな交通モードの導入検討に向けた動向調査 ● ● ● ⇒

①-4：町内移動にかかる運賃の地域差の是正 高齢者等を対象とした路線バスとタクシーの利用助成事業の検討 ● ● ⇒ ⇒

②-1：地域公共交通の運行支援 地域公共交通の運行支援 ● ● ● ⇒ ⇒

②-2：交通モードの適正化の実施 路線バスの運行見直し検討の実施 ● ● ● ⇒ ⇒

②-3：学校の再編統合等と連動した通学手段の確保検討 学校の再編統合と連動した通学手段確保の検討 ● ● ● ⇒

利用実態に応じた運航ダイヤの見直し ● ● ⇒

佐合島でのイベント開催の促進 ● ● ⇒ ⇒

乗り方や便利な情報も伝える地域公共交通マップの作成・配布 ● ● ● ⇒

広報紙やSNS等を活用した情報発信 ● ● ⇒ ⇒

④-2：待合環境の整備・確保 商業施設と連携した待合空間の確保 ● ⇒

④-3：交通結節点等へのデジタルサイネージの設置 待合環境整備と合わせたデジタルサイネージの設置 ● ● ● ⇒

イベントチラシ等での地域公共交通によるアクセス案内の掲載 ● ⇒

地域公共交通でのアクセスに配慮した地域での会合開催 ● ⇒

高齢者を対象としたバスの乗り方教室の実施 ● ● ● ⇒ ⇒

園児を対象とした親子でのバスの乗り方教室の実施 ● ● ● ⇒ ⇒

移住定住と連携した就業斡旋や労働環境改善等への支援 ● ● ● ⇒ ⇒

交通事業者を対象とした研修の実施 ● ● ● ⇒

ドライバーの発掘や送迎バス等のドライバーへの協力依頼 ● ● ● ⇒ ⇒

庁内ワーキングの開催 ● ⇒ ⇒

福祉・教育分野などの垣根を超えた移動手段確保のための財源確保 ● ⇒ ⇒

目標 事業 取組内容

実施主体 取組開始（予定）

目標⑦
⑦：住民の移動を確保するため福祉・教育分野などとの連携体制

の構築と財源確保

目標①

①-1：乗合タクシーの導入検討

目標②

目標③ ③：航路を利用した交流イベントの実施

目標④

④-1：路線バスの利用方法や運行情報の充実とPR

目標⑤

⑤-1：地域イベント等への地域公共交通での来訪の呼びかけ

⑤-2：高齢者や園児を対象としたバスの乗り方教室の実施

目標⑥ ⑥：運転士不足への対応

資料③-2



令和7年度実施予定：乗合タクシー等の導入検討 1

■地域公共交通の将来像（イメージ）

・平生町地域公共交通計画における【目標】生活に必要な移動手段の確保の実現のため、『乗合タクシー等の導入検討』を進めていきます。

・おでかけ支援サービスからの移行や、交通空白地への導入についてを想定しており、導入検討においては、国土交通省の公募方式の支援事業
“「交通空白」解消緊急対策事業”への応募を検討しています。

平生町地域公共交通計画ｐ54

■国土交通省の支援事業（公募方式）

資料③-2



令和7年度実施予定：乗合タクシー等の導入検討
・平生町では、町全域が鉄道駅から1ｋｍ以上離れていること、路線バスの運行便数が都市部と比較し少ないことから、町全域を交通空白地域とし、
交通空白地域の解消に向け、予約に応じて運行する予約型乗合タクシー等の導入を検討します。

・運行方法として、タクシー事業者やバス事業者など交通事業者に運行してもらう方法や、一般の方（２種免許非保有者）にドライバーになってもら
う方法など様々ですが、近年、運転手不足が深刻化していることも踏まえ、次のような方法について、交通事業者と調整・相談をしながら、検討を
進めていきます。

2

■予約型乗合タクシーの利用イメージ

出典：芳賀町HP

■運行方法（例）

方法 運行主体 運行管理 ドライバー 備考

方法①
交通事業者
（町から委託）

交通事業者 一般の方
自家用車活用事業
（日本版ライドシェア）

方法②
町（または
協議会など）

町（または
協議会など）

一般の方
自家用有償旅客運送事業

（公共ライドシェア）

方法③
町（または
協議会など）

交通事業者 一般の方
事業者協力型自家用有償旅客

運送（公共ライドシェア）

方法③：
事業者協力型自家用有償運送イメージ

方法①：自家用車活用事業
（日本版ライドシェア）イメージ

出典：国土交通省資料
















